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『
万
葉
集
』
巻
十
六
に
は
、
巻
頭
に
「
有
二
由
縁
一
雑
歌
」
と
あ
る
よ
う
に
、

作
歌
事
情
に
特
色
の
あ
る
、
長
歌
八
首
、
短
歌
九
十
二
首
、
旋
頭
歌
三
首
、
仏

足
石
歌
一
首
、
合
計
百
四
首
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

 
後
の
歌
物
語
を
思
わ
せ
る
伝
説
歌
、
俳
譜
歌
や
狂
歌
の
祖
と
考
え
て
よ
い
曝

笑
歌
・
戯
薫
習
、
物
名
歌
に
類
す
る
詠
数
種
物
歌
や
民
謡
、
芸
子
な
ど
、
巻
十
．

六
は
歌
体
の
多
様
さ
と
と
も
に
、
歌
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求
し
た
巻
と
し

て
、
 
『
万
葉
集
」
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
文
学
史
的
に
見
て
も
極
め
て
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

 
作
者
は
、
伝
説
中
の
人
物
、
竹
取
の
翁
・
健
児
な
ど
を
除
く
と
、
陸
奥
国
の

前
の
三
女
・
車
華
氏
の
娘
子
・
穂
積
親
王
・
児
部
女
王
・
椎
野
連
長
年
・
忌
部

首
・
境
覇
王
・
消
奈
行
文
・
右
兵
衛
縦
糊
・
安
倍
朝
臣
子
祖
父
．
池
田
朝
臣
．
．

大
神
朝
臣
奥
守
・
平
群
朝
臣
・
穂
積
朝
臣
・
土
師
宿
禰
水
通
・
巨
勢
朝
臣
豊
人

・
檀
越
・
法
師
・
忌
部
首
回
麻
呂
・
大
伴
家
持
・
高
宮
王
二
佐
十
王
の
近
習
の

 
 
 
 
 
あ
ま

碑
・
志
賀
の
白
水
郎
の
妻
子
（
投
影
、
山
上
憶
良
）
・
豊
前
の
国
の
白
水
郎
・

豊
後
国
の
白
水
郎
お
よ
び
、
本
稿
で
論
じ
よ
う
と
す
る
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
ほ
か
ひ
び
と

る
。
こ
の
他
、
伝
請
者
と
し
て
の
河
村
王
・
乞
食
者
を
加
え
る
と
、
作
者
・
伝

諦
者
に
関
し
て
も
、
巻
十
六
は
集
中
最
も
多
様
で
あ
る
。
-

 
こ
の
巻
十
六
に
あ
っ
て
異
彩
を
放
つ
の
が
、
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
で
あ
る
。

 
「
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
の
歌
八
首
」
の
題
詞
の
も
と
に
集
め
ら
れ
た
、
・
い
わ
ゆ
る

詠
数
種
物
歌
は
、
 
『
古
今
集
」
め
物
名
（
巻
十
）
と
の
関
係
が
問
題
に
さ
れ
る

，
異
色
の
作
品
群
で
あ
る
が
、
実
は
意
吉
麻
呂
に
は
公
的
世
界
、
即
ち
、
従
駕
・

応
詔
か
ら
生
れ
た
「
み
や
び
」
の
世
界
の
歌
が
他
に
存
在
し
て
い
る
。
特
に
そ

の
中
の
一
首
で
あ
る
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
わ

 
蹴
苦
し
く
も
降
り
来
る
雨
か
神
が
崎
二
野
の
渡
り
に
家
も
あ
ら
な
く
に

は
、
 
「
源
氏
物
語
』
 
（
東
屋
の
巻
）
に
「
む
く
む
く
し
く
、
聞
き
な
ら
は
ぬ
心

地
し
給
ふ
。
㌦
『
佐
野
の
わ
た
り
に
家
も
あ
ら
な
く
に
」
な
ど
行
ず
さ
び
て
、
里

び
た
る
賛
の
子
の
端
つ
か
た
に
居
給
へ
り
」
と
引
か
れ
た
り
、
藤
原
定
家
の

 
 
駒
と
め
て
袖
打
は
ら
ふ
か
げ
も
な
し
さ
の
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
（
新
古

 
 
今
銅
）

の
本
歌
と
し
て
も
一
層
有
名
で
あ
る
。

 
巻
十
六
の
「
由
縁
あ
る
世
界
」
と
「
応
詔
歌
の
世
界
」
の
両
方
で
歌
を
詠

み
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
才
能
を
発
揮
し
た
、
長
追
寸
意
吉
麻
呂
の
文
学
の
秘
密

（1）

．
長
忌
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意
吉
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呂
論
e



を
、
 
「
伝
統
」
と
の
か
か
わ
り
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
と
い
う
の
が
本

稿
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
二

 
三
吉
麻
呂
の
作
品
は
、
次
に
挙
げ
る
短
歌
十
四
首
で
あ
る
。
 
（
巻
十
六
以
外

に
載
せ
る
作
品
を
A
群
、
巻
十
六
の
八
首
を
B
群
と
し
た
。
）

 
A
 
 
 
二
年
壬
寅
、
太
上
天
皇
の
参
河
国
に
い
諏
し
し
特
の
歌

 
 
ひ
く
ま
の
 
 
 
 
 
は
り
は
ら

 
 
5
7
引
馬
野
に
に
ほ
ふ
榛
原
入
れ
乱
れ
衣
に
ほ
は
せ
旅
の
し
る
し
に

 
 
 
 
右
一
首
、
長
忌
寸
興
麻
呂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な
 
 
む
せ

 
 
 
 
 
長
忌
寸
三
吉
麻
呂
、
結
び
松
を
見
て
哀
し
び
咽
ぶ
歌
二
首

 
 
協
磐
代
の
岸
の
松
が
枝
結
び
け
む
人
は
帰
り
て
ま
た
惚
け
む
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ
ろ
 
 
 
 
 
 
い
に
し
へ

 
 
幽
磐
代
の
野
中
に
立
て
る
結
び
無
情
も
解
け
ず
古
思
ほ
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
た

 
 
 
 
 
長
忌
寸
意
麻
呂
、
詔
に
応
ふ
る
歌
一
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
び
き
 
 
 
あ
ご
と
と
の
 
 
 
あ
ま

 
 
蹴
大
宮
の
内
ま
で
聞
ゆ
網
引
す
と
網
子
調
ふ
る
海
人
の
呼
び
声

 
 
 
 
 
長
忌
寸
奥
麻
呂
の
歌
一
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
わ

 
 
痂
苦
し
く
も
降
り
来
る
雨
か
神
が
崎
狭
霧
の
渡
り
に
家
も
あ
ら
な
く
に

 
 
 
か
ざ
な
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ

 
 
ヨ

 
 
…
…
風
莫
の
浜
の
礪
波
い
た
づ
ら
に
此
処
に
寄
せ
来
る
見
る
人
無
し
に

 
 
 
 
右
の
一
首
は
、
山
上
臣
憶
良
の
類
聚
歌
林
に
曰
は
く
、
密
訴
寸
意
吉

 
 
 
 
麻
呂
の
、
詔
に
応
へ
て
こ
の
歌
を
作
る
と
い
へ
り
。

 
B
長
屋
寸
意
吉
麻
呂
の
歌
八
首

 
 
4
 
 
 
 
 
 
 

い
ち
ひ
つ
 
 
 

・
 
き
つ
あ

 
．
説
さ
し
鍋
に
湯
沸
か
せ
子
ど
も
県
下
の
馬
橋
よ
り
来
む
狐
に
工
む
さ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
る
と
き
 
も
ろ
も
ろ
つ
ど
 
 

う
た
げ

 
 
 
 
右
の
一
首
は
、
伝
へ
て
云
は
く
、
一
時
に
選
集
ひ
て
宴
飲
し
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
る
ひ
と

 
 
 
 
時
に
夜
漏
三
更
に
し
て
、
狐
の
声
聞
ゆ
。
こ
こ
に
言
動
興
麻
呂
を

 
 
 
 
誘
ひ
て
曰
は
く
・
こ
の
僕
具
・
雑
器
・
狐
の
声
・
河
橋
の
勿
に
飽
け
．

 
 
 
 
て
、
低
に
歌
を
作
れ
と
い
へ
れ
ば
、
声
に
応
へ
て
こ
の
歌
を
作
り
き

 
 
 
 
と
い
ふ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
の
う
つ
は
り

 
 
 
 
 
行
縢
、
蔓
蓄
、
食
薦
、
 
屋
梁
を
詠
む
歌

 
 
 
す
こ
も
 
 
 
あ
を
な
 
 
 
 
こ
う
つ
は
り
 
む
か
ば
き
 
 
 
 
や
す
 
 
 
 
き
み

 
 
観
食
薦
敷
き
蔓
蓄
煮
持
ち
来
梁
 
に
行
縢
懸
け
て
息
む
こ
の
公

 
 
 
 
 
荷
葉
を
詠
む
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
つ
も

 
 
㎜
蓮
葉
は
か
く
こ
そ
あ
る
も
の
意
吉
麻
呂
が
家
な
乃
も
の
は
芋
の
葉
に
あ

 
 
 
ら
し

 
 
 
 
 
 
 
 
さ
え

 
 
 
 
 
双
六
の
頭
を
詠
む
歌

 
 
 
い
ち
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
ろ
く
さ
む
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
え

 
 
説
一
二
の
目
の
み
に
は
あ
ら
ず
五
六
三
四
さ
へ
あ
り
け
り
双
六
の
釆

 
 
 
 
 
香
、
塔
、
圓
、
尿
、
鮒
、
奴
を
詠
む
歌

 
 
 
こ
り
 
 
 
 
た
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
そ
ぶ
な
は
 
 
 
い
た
 
め
や
つ
こ

 
 
 

 
 
説
香
塗
れ
る
塔
に
な
寄
り
そ
川
隅
の
尿
貸
馬
め
る
痛
き
女
原

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
き

 
 
 
 
 
酢
、
醤
N
蒜
、
鯛
、
水
心
を
詠
む
歌

 
 
 
ひ
し
ほ
す
 
 
ひ
る
 
 
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ぎ
 
 
あ
つ
も
の

 
 
糊
醤
酢
に
蒜
旧
き
A
。
混
血
願
ふ
わ
れ
に
な
見
せ
そ
水
葱
の
奨

 
 
 
 
 
玉
楼
、
鎌
、
天
木
香
、
喪
を
詠
む
歌

 
 
 
た
ま
は
ば
き
 
 
 
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
つ
め

 
 
㈱
玉
掃
刈
り
来
鎌
麻
呂
室
の
樹
と
喪
が
本
と
か
き
掃
か
む
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

 
 
 
 
 
白
鷺
の
木
を
啄
ひ
て
飛
ぶ
を
詠
む
歌

 
 
 
い
け
が
み
 
り
き
し
ま
ひ

 
 
湘
池
神
の
力
士
舞
か
も
臼
鷺
の
棒
啄
ひ
持
ち
て
飛
び
わ
た
る
ら
む

 
右
の
中
㎜
に
つ
い
て
は
『
類
聚
歌
林
」
の
説
に
拠
っ
た
が
、
他
な
ら
ぬ
同
時

代
の
山
上
憶
良
の
言
う
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
こ
の
歌
は
「
大
宝
元
年
辛
丑
冬
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
で
ま

月
、
太
上
天
皇
（
持
統
天
皇
）
大
行
天
皇
（
文
武
天
皇
）
の
紀
伊
国
に
幸
し

し
時
の
歌
十
三
首
」
の
一
首
で
あ
っ
て
意
吉
麻
呂
随
行
が
充
分
考
え
ら
れ
る
の

で
彼
の
作
と
し
て
間
違
い
な
い
と
思
う
。

 
以
上
十
四
首
か
ら
分
る
子
吉
麻
呂
像
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

（2）

ノ



 
ω
作
品
は
短
歌
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
同
時
代
の
高
市
連
黒
人
の
短
歌
の
み

 
十
八
首
と
よ
く
似
て
い
る
。

 
ω
作
歌
活
動
時
期
の
確
実
な
手
が
か
り
と
な
る
歌
5
7
は
大
宝
二
年
（
七
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
日
）
 
 
 
 
 
 
（
廿
五
日
）

 
二
）
、
持
統
天
皇
が
十
月
雪
曇
か
ら
十
一
月
戊
子
に
至
る
間
三
河
国
へ
行
幸

 
し
た
時
の
も
の
で
（
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
）
、
こ
の
歌
に
つ
づ
く
同
じ
時

 
の
歌
5
8
の
作
者
高
市
連
黒
人
と
と
も
に
、
万
葉
第
二
期
、
持
統
文
武
朝
の
歌

 
人
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

 
㈹
A
群
B
群
の
分
け
方
は
、
巻
十
六
以
外
と
巻
十
六
所
収
歌
で
あ
る
が
、
内

 
容
的
に
も
自
ら
完
全
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
A
群
が
従
駕
応
詔
及
び

 
旅
の
歌
で
、
全
て
旅
申
の
歌
で
あ
り
、
B
群
が
詠
数
種
物
歌
と
い
う
、
酒
宴

 
で
の
難
題
歌
・
即
興
歌
で
あ
る
。

 
ω
棚
の
左
注
は
、
当
時
の
酒
宴
歌
の
生
れ
る
状
況
を
極
め
て
具
体
的
に
描
い

 
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。

 
右
に
要
約
し
た
よ
う
に
、
三
吉
麻
呂
が
宮
廷
歌
人
と
し
て
活
動
し
た
面
と
、

与
え
ら
れ
た
題
材
を
即
興
的
に
歌
い
込
む
当
意
即
妙
の
才
を
示
し
た
面
と
が
ま

こ
と
に
対
称
的
で
あ
り
、
集
中
に
例
を
見
な
い
。
又
数
種
の
物
を
歌
に
す
る
例

は
他
に
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
忌
部
翻
身
数
種
物
歌
一
首
観

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
 
境
斎
王
詠
数
種
物
参
一
首
謝

 
 
作
者
未
詳
歌
一
首
糊

 
 
高
宮
王
詠
数
種
物
歌
二
首
顯
 
襯

あ
る
い
は
、
山
上
憶
良
の
「
秋
の
野
の
花
を
詠
め
る
二
首
」
の
二
首
目
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
で
し
こ

 
㎜
萩
の
花
尾
花
葛
花
曇
麦
の
花
女
郎
花
ま
た
藤
袴
朝
会
の
花

な
ど
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
八
首
に
も
及
ぶ
多
数
の
画
数
種
物
歌
を
詠
ん

回
忌
寸
意
吉
麻
呂
論
e

だ
の
は
意
吉
麻
呂
一
人
で
あ
っ
た
。

 
当
然
従
来
の
研
究
も
、
-
彼
の
B
群
の
八
首
に
つ
い
て
為
さ
れ
る
事
が
多
く
、

私
も
最
終
的
に
は
八
首
の
歌
の
徹
底
的
な
考
察
を
果
た
す
つ
も
．
り
で
あ
る
が
、

そ
の
前
に
、
次
の
四
つ
の
疑
問
点
に
つ
い
て
解
決
を
試
み
て
み
た
い
。

 
第
一
は
、
A
群
と
B
群
の
関
係
が
、
晴
と
褻
、
公
と
私
、
昼
と
夜
、
信
仰
の

伴
っ
て
い
た
歌
と
そ
の
解
放
（
窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
」
W
）
な
ど
と
い
う

立
場
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
文
学
的
な
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
る

か
。 

第
二
は
、
B
群
の
歌
に
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
、
即
興
性
と
い
う
も
の
は
、

伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
「
遊
仙
窟
』
と
の
関
係
な
ど
に
よ
っ
て

説
か
れ
る
通
り
の
中
国
の
影
響
に
よ
っ
て
生
れ
、
も
て
は
や
さ
れ
た
の
か
。

 
第
三
は
、
歌
作
の
依
頼
は
ど
の
よ
う
な
形
で
興
っ
て
き
た
の
か
。

 
第
四
は
、
 
「
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
の
歌
八
首
」
と
あ
る
八
首
に
何
か
意
味
が
あ

る
の
か
、
と
い
う
四
点
で
あ
る
。

三

 
第
一
の
、
A
群
と
B
群
の
関
係
で
あ
る
が
、
確
か
に
、
題
材
、
歌
作
の
場
、

目
的
な
ど
か
ら
見
る
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
が
、
表
現
方
法
、
特
に
「
趣
向
を

凝
ら
し
た
表
現
」
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
か
な
り
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
B
群
の
八
首
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
し
、
左
注
・
題
詞
か
ら
も
明

ら
か
な
の
で
、
一
見
平
凡
な
旅
中
の
作
、
従
駕
門
脇
の
型
通
り
の
歌
と
考
え
ら

れ
て
い
る
A
群
六
首
を
考
え
て
み
る
っ

 
協
は
、
有
名
な
有
間
皇
子
の
歌
に
あ
る
浜
松
1
1
結
び
松
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

る
が
、
皇
子
の
有
名
な
蟻
と
比
較
し
て
み
る
と

（3）



 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

 
班
磐
白
乃
 
浜
松
之
枝
乎
 
引
結
 
真
幸
有
者
 
亦
遠
見
武

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
つ

 
瑠
磐
代
乃
 
子
之
松
枝
 
 
論
結
 
人
者
反
応
 
復
将
見
鴨

と
な
り
、
右
に
圏
点
を
付
し
た
部
分
が
、
あ
き
ら
か
に
踏
ま
え
た
歌
い
方
に
な

っ
て
い
惹
。
後
人
諸
国
の
歌
が
前
屈
に
縛
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
に
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

毛
、
ζ
れ
は
明
か
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 
蝦
も
同
じ
結
び
松
を
見
て
の
、
早
追
麻
呂
の
心
境
を
歌
う
た
も
の
で
あ
る

が
、
趣
向
は
「
結
び
松
」
↓
「
解
け
ず
」
の
運
び
に
あ
り
、
歌
が
強
く
心
に
響

か
な
い
点
な
ど
を
考
え
る
と
、
協
螺
の
二
首
は
机
上
の
作
で
は
な
い
か
と
の
感

を
深
く
す
る
。

 
蹴
は
『
万
葉
集
代
決
記
』
に
「
難
波
へ
行
幸
の
時
な
ど
よ
め
る
に
や
」
と
言

う
よ
う
に
、
文
武
天
皇
三
年
（
七
〇
三
）
正
月
の
難
波
行
幸
の
折
の
作
か
と
思

わ
れ
る
が
、
情
景
描
写
の
的
確
さ
に
よ
っ
て
社
会
性
、
聴
覚
の
働
き
、
大
宮
と

海
人
と
の
対
比
な
ど
が
巧
み
に
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
今
一
つ
の
特
徴
は
音
調
に

 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

あ
る
。
 
「
網
引
す
と
網
子
調
ふ
る
海
人
の
呼
び
声
」
と
下
三
句
の
頭
に
踏
ま
れ

て
い
る
ア
の
韻
は
偶
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
す
ぐ
前
に
あ
る
猫
の
持

 
 
 
 
 
 
 
し
し
ひ
し
ひ
が
た
り

統
天
皇
の
歌
に
「
強
ふ
る
志
斐
の
が
強
語
」
の
例
が
あ
っ
て
、
尚
更
そ
の
感

を
深
く
す
る
の
で
あ
る
。
又
こ
れ
は
偶
然
で
あ
ろ
う
が
、
既
に
澤
潟
久
孝
『
万

葉
集
注
釈
』
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
五
句
全
て
の
頭
に
母
韻
が
置
か
れ
て
い
る

の
も
注
目
さ
れ
る
。

 
㎜
は
、
従
来
「
い
た
づ
ら
に
-
こ
：
見
る
人
無
し
に
」
と
詠
む
類
形
的
表
現
を

持
つ
歌
が
よ
く
指
摘
さ
れ
た
が
（
謝
鵬
脚
柵
な
ど
）
、
こ
の
歌
の
特
徴
は
「
風

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
1
 
り
0

莫
の
 
浜
の
白
波
」
の
部
分
、
つ
ま
り
「
風
莫
の
名
を
負
い
な
が
ら
白
波
を
立

て
る
浜
」
と
歌
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
「
風
上
の
浜
」
が

集
申
唯
一
の
地
名
で
あ
る
こ
と
、
直
前
の
歌

 
㎜
黒
牛
潟
潮
干
の
浦
を
紅
の
玉
裳
裾
引
き
行
く
は
誰
が
妻

が
、
黒
と
紅
の
色
を
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
を
考
え
る
と
、
風
莫
ど
白
波

も
意
識
的
に
作
ら
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

 
以
上
、
六
首
中
五
首
に
つ
い
て
意
吉
麻
呂
の
趣
向
を
見
て
来
た
。
や
や
強
引

に
す
ぎ
る
点
も
あ
り
、
又
何
か
の
趣
向
が
な
け
れ
ば
歌
に
な
ら
な
い
、
と
の
反

論
も
予
想
さ
れ
る
が
、
一
見
単
な
る
従
駕
・
風
景
の
歌
と
さ
れ
て
い
る
歌
に
特

殊
な
詠
み
方
が
さ
れ
て
い
る
し
、
前
後
の
歌
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う
な
詠
み
方

が
既
に
万
葉
第
二
期
の
一
つ
の
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。

 
A
グ
ル
ー
プ
と
B
グ
ル
ー
プ
の
歌
の
殆
ん
ど
に
、
．
三
吉
麻
呂
の
趣
向
尊
重
の

資
質
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
A
・
B
の
歌
が
文
学
性
の
上
か
ら
近

し
い
こ
と
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

四

 
第
二
の
、
意
吉
麻
呂
の
歌
の
即
興
性
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
氏
が
「
遊
仙

窟
の
投
げ
た
影
」
 
（
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
第
五
篇
第
七
章
）
の
申

で
、
 
『
遊
仙
窟
」
の
即
時
詠
詩
と
の
関
係
を
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漢
文
学

と
の
関
係
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
普
通
に
な
っ
た
感
が
あ
る
。

 
然
し
「
歌
の
速
さ
」
を
重
ん
じ
る
の
は
、
和
歌
の
伝
道
的
な
一
面
で
、
時
と

し
て
は
詠
歌
の
速
さ
が
全
て
に
優
先
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
平
安
朝
の
後
朝

の
歌
は
、
歌
の
優
劣
と
と
も
に
、
別
れ
た
男
が
女
の
も
と
に
い
か
に
早
く
歌
を

届
け
る
か
が
、
愛
情
の
深
ざ
と
し
て
尊
ば
れ
た
。
勿
論
短
時
間
に
歌
を
詠
む
才

能
が
計
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
っ
'
た
。

 
『
枕
草
子
」
八
十
二
段
「
頭
の
申
将
の
…
…
」
の
段
で
「
蘭
省
花
時
錦
帳

下
」
の
末
を
「
と
く
と
く
」
と
催
促
さ
れ
た
清
少
納
言
が
、
 
「
草
の
い
ほ
り
を

（4）



た
れ
か
た
つ
ね
ん
」
，
と
返
し
て
大
い
に
面
目
を
施
し
た
話
は
、
彼
女
の
学
識
と

当
意
即
妙
の
才
を
誇
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
『
伊
勢
物
語
』
初
段
の
「
初
冠
し
た
男
」
は
、
か
い
ま
み
た
女
は
ら
か
ら
に

歌
を
贈
る
の
に
、
着
て
い
た
狩
衣
の
裾
を
切
っ
て
歌
を
書
い
た
。
こ
れ
も
「
い

ち
は
や
き
み
や
び
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
・

 
記
紀
歌
謡
を
み
る
と
、
日
本
の
歌
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
須
佐
之
男
命
の
「
八

雲
立
つ
」
の
歌
以
下
、
即
興
性
と
か
か
わ
り
の
な
い
歌
を
探
す
方
が
困
難
で
あ

 
 
 
 
 
 
み
ひ
た
き

る
。
倭
建
命
と
御
火
焼
の
翁
の
片
歌
の
問
答
は
、
連
歌
の
興
り
と
さ
れ
る
が
、

片
歌
で
問
う
釜
場
命
に
見
事
に
片
歌
で
答
え
た
翁
は
東
の
国
造
と
な
る
。
こ
れ

も
、
歌
を
す
ば
や
く
詠
め
た
こ
と
が
称
讃
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
 
（
景
行
記
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
が
き

 
衰
邪
の
命
（
顕
宗
天
皇
）
と
志
毘
の
臣
の
、
影
媛
を
取
り
合
っ
て
の
石
場
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
が

の
争
い
は
、
ま
さ
し
く
丁
々
発
止
と
「
闘
ひ
明
し
」
た
歌
の
応
酬
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
武
烈
紀
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
か

 
「
継
体
紀
」
」
七
年
九
月
、
勾
大
兄
皇
子
は
、
春
日
皇
女
を
「
膀
へ
た
」
夜
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
ふ
み
つ
く
る
み
や
び
 
た
ち
ま
ち

「
月
の
夜
に
清
談
し
て
、
．
不
覚
に
天
界
け
ぬ
。
必
然
之
藻
、
 
忽
 
に
言
に

あ
ら
は

形
る
。
乃
ち
口
唱
し
て
曰
は
く
-
〉
：
」
と
後
朝
の
歌
が
速
や
か
に
唱
わ
れ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
た

妃
（
春
日
皇
女
）
も
そ
の
場
で
「
和
へ
て
唱
ひ
て
曰
は
く
」
と
こ
れ
に
答
歌
を

し
て
い
る
。
勿
論
二
首
の
長
い
歌
が
即
座
に
作
ら
れ
た
か
否
か
を
今
問
題
に
し

て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
妃
の
歌
は
元
来
天
皇
崩
御
の
時
の
挽
歌
で
あ
る
と
思

，
わ
れ
、
不
自
然
な
歌
の
組
合
せ
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
書
紀
の
編

者
が
後
朝
の
唱
和
と
し
た
と
こ
ろ
に
歌
の
場
の
認
知
と
、
そ
の
場
で
作
る
こ
と

が
当
然
視
さ
れ
て
い
る
点
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
右
に
見
た
よ
う
に
、
古
代
の
日
本
の
歌
は
、
問
答
、
贈
答
、
掛
合
い
、
唱
和

の
よ
う
に
、
対
に
な
っ
て
完
成
さ
れ
る
形
式
が
非
常
に
多
い
。
同
じ
場
に
お
い

回
忌
寸
意
吉
麻
呂
論
e
．

て
二
つ
以
上
の
歌
が
歌
わ
れ
る
状
況
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
詠
歌
の
速
度

が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
又
歌
の
優
劣
が
、
掛
け
合
い
の
申

で
相
手
を
圧
倒
す
る
か
否
か
、
に
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
も
、
歌
垣
の
少
な
い
例
か

ら
も
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
土
橋
寛
氏
は
「
歌
垣
の
意
義
と
そ
の
歴
史
」

（
「
古
代
歌
謡
と
礼
儀
の
研
究
』
三
六
五
頁
）
の
中
で

 
 
一
般
に
掛
合
い
歌
に
お
け
る
女
気
、
な
い
し
攻
撃
的
性
格
は
、
雑
歌
的
民

 
謡
の
特
徴
で
あ
る
。
歌
垣
の
歌
に
競
争
的
・
攻
撃
的
性
格
が
強
い
の
も
、
基

 
本
的
に
は
悪
口
祭
・
喧
嘩
祭
な
ど
と
共
通
な
現
象
と
い
っ
て
よ
く
、
宗
教
的

 
観
念
の
問
題
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
社
会
学
的
ま
た
は
社
会
心
理
学
的
な

 
問
題
で
あ
ろ
う
。
競
争
は
集
団
的
予
祝
行
事
の
特
色
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は

 
始
め
か
ら
吉
凶
の
ト
占
を
目
的
と
し
て
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

 
集
団
的
行
事
に
お
け
る
自
己
解
放
、
な
い
し
エ
グ
ス
タ
シ
ー
が
、
繁
栄
へ
の

 
願
望
、
及
び
行
事
の
呪
術
的
意
識
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
自
然

 
発
生
的
な
形
式
で
あ
り
、
そ
こ
に
行
事
の
盛
行
を
吉
兆
と
す
る
観
念
と
、
競

 
争
に
勝
っ
た
側
を
吉
と
す
る
観
念
と
が
成
立
す
る
が
、
両
者
は
い
つ
で
も
交

 
替
し
う
る
関
係
に
あ
る
。

と
、
更
に
一
般
化
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
歌
の
闘
争
性
が
、
場
の
時
間
的
制
約

め
中
で
成
立
し
、
助
長
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。

 
意
吉
麻
呂
が
糊
の
左
注
に
あ
る
「
即
応
声
作
高
歌
也
」
の
よ
う
に
、
す
ば
や

い
作
歌
の
芸
を
披
露
し
た
の
も
、
歌
の
永
い
伝
統
と
切
り
離
し
て
論
じ
ら
れ
る

べ
き
で
は
な
く
、
集
団
の
中
の
速
叢
誌
と
い
う
、
古
代
歌
謡
の
特
徴
を
当
時
の

歌
人
、
貴
族
達
が
保
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（5）



、

 
 
 
 
 
 
 
五

 
第
三
の
歌
作
の
依
頼
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
巻
十
六
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に

 
脚
ひ
さ
か
た
の
雨
も
降
ら
ぬ
か
蓮
葉
に
嵩
ま
れ
る
水
の
玉
に
似
た
る
見
む

 
3

 
 
 
 
右
の
歌
一
首
は
、
伝
へ
て
云
は
く
、
右
兵
俺
耕
酩
あ
り
。
表
作
の
芸

 
 
 
 
に
多
能
な
り
き
。
時
に
、
三
家
、
酒
食
を
備
へ
設
け
、
府
の
官
人
達

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ち
す
の
は

 
 
 
 
を
饗
宴
す
。
こ
こ
に
僕
食
は
盛
る
に
皆
荷
葉
を
用
み
き
。
諸
人
酒

 
 
 
た
け
な
は

 
 
 
 
酎
．
に
し
て
、
歌
舞
賂
乱
す
。
乃
ち
兵
衛
を
誘
ひ
て
云
は
く
、
其
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
な
は
ち

 
 
 
 
荷
葉
に
蓬
け
て
歌
を
作
れ
と
い
へ
，
れ
ば
、
登
時
声
に
応
へ
て
斯
の
歌

 
 
 
 
を
作
り
き
と
い
へ
り
。

 
 
 
 
 
 
心
に
著
く
三
無
ぎ
歌
二
首

黙
購
案
轡
生
ひ
た
る
双
六
の
．
暢
鰐
．
縷
の
上
の
融

 
日
 
 
．
た
ふ
さ
き
 
つ
ぶ
れ
し
 
 
 
・
ひ
を

 
 
 
わ
が
背
子
が
横
鼻
に
す
る
円
石
の
吉
野
の
山
に
氷
魚
そ
さ
が
れ
る

 
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
も
し

 
 
 
 
右
の
歌
は
、
舎
人
親
王
侍
座
に
令
し
て
、
曰
は
く
、
或
由
る
所
無
き

 
 
 
 
歌
を
作
る
人
あ
る
と
き
は
、
賜
ふ
に
銭
畠
を
以
ち
て
せ
む
と
い
ふ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
て
ま
つ

 
 
 
 
時
に
大
舎
人
安
倍
朝
臣
子
祖
父
す
な
は
ち
斯
の
歌
を
作
り
て
献
上
れ

 
 
 
 
 
 
す
な
は
ち
つ
の

 
 
 
 
り
。
登
時
募
れ
り
し
物
干
二
千
文
を
給
ひ
き
。

の
よ
う
に
、
左
注
に
よ
っ
て
、
庭
作
依
頼
者
と
隠
者
及
び
そ
の
状
況
が
分
る
二

例
が
あ
っ
て
、
宴
席
に
お
け
る
依
頼
歌
の
誕
生
の
実
際
が
窺
え
る
。

 
こ
れ
を
再
び
記
紀
歌
謡
の
世
界
に
求
め
る
と
、
先
に
挙
げ
た
倭
器
量
の
話
し

が
『
日
本
書
紀
」
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

 
（
景
行
四
十
年
）
 
（
日
本
武
の
尊
）
 
 
 
 
み
さ
も
ら
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
ひ
ば
り

 
 
こ
の
夜
、
 
歌
 
以
 
ち
て
侍
者
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
新
治
 
筑
波

 
 
を
過
ぎ
て
 
幾
夜
か
寝
つ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
も
し
び
と

 
 
と
日
り
た
ま
ひ
し
に
、
諸
の
侍
者
、
え
答
へ
言
さ
ざ
り
き
。
時
に
乗
燭
者

 
 
有
り
て
、
王
の
歌
の
末
を
続
ぎ
て
歌
ひ
し
く

 
 
 
か
か
な
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ
の
よ
 
 
 
 
 
と
を
か

 
 
 
日
日
並
べ
て
 
夜
に
は
九
夜
 
日
に
は
十
日
を
 
即
ち
乗
三
人
の
聡
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
っ
 
め
ぐ

 
 
こ
と
を
美
め
て
、
敦
く
賞
み
た
ま
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
ま

つ
ま
り
、
歌
の
完
成
（
片
歌
は
名
の
通
り
、
両
に
な
る
べ
き
歌
で
あ
っ
た
）
が

他
者
に
対
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
同
じ
く
書
紀
の
、
仁
徳
天
皇
十
六
年
秋
の
条
に
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
が
ひ
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
み

 
 
天
皇
、
宮
人
桑
田
の
玖
賀
媛
を
近
習
の
舎
人
等
に
示
せ
た
ま
ひ
て
、
日
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
み
な
 
め
ぐ
 
 
 
 
お
も
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
た
み

 
 
た
ま
ひ
し
く
「
朕
、
，
こ
の
婦
女
を
愛
ま
む
と
溢
せ
ど
、
皇
后
の
娠
に

 
 
 
 
 
 
 
め
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ
だ
く

 
 
苦
し
み
て
、
合
す
こ
と
を
能
は
ず
し
て
、
 
多
の
年
を
経
た
り
。
い
か
に

 
 
ぞ
徒
に
そ
の
盛
年
を
妨
げ
む
」
と
日
り
た
ま
ひ
き
っ
即
ち
歌
よ
み
た
ま
ひ

 
 
し
く

 
 
 
み
な
そ
こ
 
 
お
み
 
を
と
め
 
 
 
た
れ

 
 
 
 
水
底
ふ
 
臣
の
嬢
子
を
 
誰
養
は
む

 
 
こ
こ
に
播
磨
の
国
の
造
の
祖
速
待
、
独
り
進
み
で
歌
ひ
し
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
は
く
だ

 
 
 
 
み
か
し
ほ
 
播
磨
速
待
 
岩
下
す
 
畏
く
と
も
 
吾
養
は
む

 
 
そ
の
日
、
．
玖
賀
媛
を
、
速
待
に
賜
ひ
き
。

と
、
・
皇
后
磐
之
媛
の
嫉
妬
物
語
の
一
つ
が
あ
る
が
、
．
結
尾
玖
賀
媛
は
速
待
を
受

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ま
か

入
れ
ず
、
、
「
発
病
し
て
道
中
に
死
り
ぬ
」
と
節
婦
と
し
て
終
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
首
も
、
片
歌
と
短
歌
の
問
答
に
な
っ
て
い
て
、
近
く
の
人
に
答
歌
を
求

 
 
 
 
パ
タ
」
ン

め
て
い
る
型
 
で
あ
る
。

 
又
『
古
事
記
」
・
「
日
本
書
紀
』
に
共
通
の
話
で
あ
る
。
．
雁
の
卵
が
生
れ
た

こ
と
に
対
し
て
の
、
仁
徳
天
皇
の
武
内
宿
禰
（
記
で
は
建
内
宿
禰
）
へ
の
御
下

問
は
八
句
の
小
長
歌
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
武
内
宿
禰
も
同
型
の
長
歌
で
答
え
て

い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ぶ

 
「
雄
略
紀
」
に
よ
れ
ば
、
天
皇
が
、
四
年
八
月
狩
に
行
か
れ
た
際
、
虻
が
天
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く

皇
の
腎
を
魑
ひ
、
そ
の
虻
を
蜻
蛉
が
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
想
っ
た
時
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
こ
と
の
り

 
 
天
皇
、
そ
の
心
有
る
こ
と
を
嘉
し
た
ま
ひ
、
群
臣
た
ち
に
 
詔
 
し
て
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
よ
み

 
 
く
「
朕
が
為
に
蜻
蛉
を
讃
め
て
歌
賦
せ
よ
」
と
の
た
ま
ふ
。
群
臣
、
能
く

 
 
 
 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
な
は
 
 
く
ち
つ
う
た

 
 
敢
へ
て
望
む
者
莫
し
。
天
皇
、
乃
ち
口
尊
し
て
曰
く

と
、
こ
れ
も
明
か
に
歌
作
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
誰
も
詠
歌
が
出

来
な
．
い
と
、
天
皇
が
自
ら
歌
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
歌
作
の
才
能
が
問
題
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
五
明
か
で
あ
る
。

 
求
め
ら
れ
な
く
て
、
「
進
み
で
歌
を
奉
る
」
と
あ
る
の
が
、
「
皇
極
紀
」
大
化

五
年
三
月
の
条
に
あ
る
、
野
中
川
原
史
満
の
美
し
く
も
悲
し
い
二
首
で
あ
る
。

皇
太
子
（
天
智
天
皇
）
は
妃
蘇
我
毒
煙
の
死
を
悼
ん
だ
こ
の
歌

 
 
山
川
に
慢
心
二
つ
居
て
球
ひ
よ
く
偶
へ
る
妹
を
誰
か
騨
に
け
む

 
 
其
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
う
つ
く
 
 
 
 
 
 
・
 
で
ご

 
 
本
毎
に
 
花
は
咲
け
ど
も
何
と
か
も
 
愛
し
妹
が
 
ま
た
咲
き
出
来

 
 
ぬ
 
其
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
 
げ
 
 
 
 
ほ

に
対
し
て
、
 
「
皇
太
子
、
慨
然
頽
歎
き
褒
美
め
て
曰
く
、
 
『
善
き
か
な
、
悲
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
ら

き
か
な
』
と
い
ふ
。
乃
ち
御
壷
を
授
け
て
唱
は
し
め
た
ま
ふ
。
絹
四
匹
・
布
二

 
む
ら
 
 
 
 
か
ま
す

十
三
・
綿
二
袈
、
賜
ふ
。
」
と
感
動
し
物
を
賜
っ
た
。
古
く
は
、
歌
を
詠
ん
で

国
造
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
誇
張
さ
れ
た
詠
歌
の
徳
の
話
が
、
皇
極
朝
に
は
布

類
と
い
う
極
め
て
実
用
的
な
も
の
に
変
化
し
た
こ
と
は
注
目
に
価
し
よ
う
。

 
『
万
葉
集
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
歌
を
応
詔
歌
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
一
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
け
ひ
 
 
 
 
 
 
 
い
で
ま

 
 
 
 
 
冬
の
日
に
靱
負
の
志
井
に
幸
し
し
時
に
、
内
命
婦
石
川
朝
臣
の
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

 
 
 
 
 
詔
に
応
へ
て
雪
を
賦
む
歌
心
首
里
瞳
雄
婆

 
柵
松
が
枝
の
鯉
遊
著
く
ま
で
降
る
雪
を
見
ず
て
や
妹
が
籠
り
居
る
ら
む

 
4
．
 
 
 
 
も
ひ
と
り
の
ひ
め
み
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
さ

 
 
 
 
時
に
水
主
内
親
王
、
三
三
安
か
ら
ず
。
日
を
累
ね
て
参
り
た
ま
は

回
忌
寸
意
吉
麻
呂
論
e

 
 
 
 
ず
。
因
り
て
此
の
日
を
以
ち
て
、
太
上
天
皇
の
、
」
詩
思
等
に
慰
し
た

 
 
 
 
ま
ひ
し
く
、
水
主
内
親
王
に
遣
ら
む
が
為
に
、
雪
を
賦
み
て
歌
を
作

 
 
 
 
り
て
貼
れ
と
宣
り
給
へ
り
。
こ
こ
に
諸
節
蟻
蚕
歌
を
作
り
堪
へ
ず
。

 
 
 
 
し
か
る
に
此
の
石
川
命
婦
、
独
り
此
の
歌
を
作
り
て
奏
し
き
。

は
、
太
上
天
皇
（
元
正
天
皇
）
が
、
病
気
で
参
内
し
な
い
水
主
内
親
王
に
贈
る

歌
を
侍
皇
民
に
作
ら
せ
、
そ
れ
に
石
川
命
婦
が
応
え
る
の
で
あ
る
が
、
条
件
と

し
て
雪
を
詠
む
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
更
に
複
雑
な
注
文
と
言
え
よ

う
。 

こ
の
よ
う
な
応
詔
の
歌
が
詠
ま
れ
る
一
方
、
身
分
制
度
が
確
立
し
、
権
力
者

の
宅
に
立
身
出
世
を
夢
み
る
人
が
集
ま
り
、
酒
食
の
楽
し
み
に
耽
る
余
裕
が
人
，

々
の
生
活
に
生
れ
て
く
る
と
、
酒
宴
歌
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

応
詔
の
歌
に
は
公
的
性
格
が
強
か
っ
た
が
、
酒
宴
歌
は
そ
の
性
格
が
一
通
り
で

は
な
い
。
久
米
常
民
氏
は
「
万
葉
集
の
酒
宴
歌
と
そ
の
調
性
」
 
（
『
万
葉
集
の

調
詠
歌
」
所
収
）
の
中
で
、

 
 
か
く
て
、
酒
宴
の
歌
は
、
そ
の
註
記
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

 
て
が
、
口
頭
に
よ
る
諦
詠
の
歌
、
即
ち
歌
謡
で
あ
っ
た
と
断
ず
る
こ
と
が
出

 
来
る
と
信
じ
る
。
こ
＼
で
、
改
め
て
、
我
々
が
、
思
う
こ
と
は
、
酒
と
歌
と

 
の
、
太
古
以
来
の
関
係
の
歴
史
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
、
酒
宴
歌
の
口
慢
性
、
酒
と
歌
と
の
関
係
が
太
古
以
来
の
関
係
の
歴
史
の
申

で
把
え
ら
れ
る
こ
と
を
説
か
れ
る
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
う
。

『
万
葉
集
」
の
自
作
の
依
頼
に
し
て
も
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
伝
統
の
中
で

育
ま
れ
た
も
の
の
完
成
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
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一A

 
第
四
に
、
B
群
の
全
体
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
「
長
忌
寸
恒
産
麻
呂
歌
八
首
」

の
「
八
首
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
勿
論
こ
の
題
詞
の
意
味
を
、
八
首
の

歌
が
一
時
に
、
同
じ
場
所
で
詠
ま
れ
た
、
・
と
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
っ
八

首
の
歌
は
折
々
に
詠
ま
れ
た
も
の
を
誰
か
が
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
「
万
葉
集
」
全
体
の
h
一
歌
八
首
」
を
調
べ
る
と
、
題
詞
に
限

れ
ば

 
ω
柿
本
朝
臣
人
麻
翻
旅
歌
八
首
㎜
～
蹴

 
ω
高
市
連
黒
人
路
旅
歌
八
首
脚
～
胴
 
 
 
層
 
 
 
 
 
”

 
㈲
周
防
国
玖
河
郡
麻
里
布
浦
行
之
時
作
歌
八
首
細
～
翻

 
ω
長
忌
寸
意
麻
呂
歌
八
首
羅
～
襯

 
㈲
七
夕
謡
八
首
照
～
…
…

と
、
聖
主
麻
呂
を
含
め
て
僅
か
に
五
例
で
あ
る
。
こ
の
他
、
目
録
や
左
注
に

「
右
八
首
…
…
」
と
あ
る
も
の
が
若
工
-
例
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
い
ず
れ
も
「
寄

レ
衣
」
 
「
寄
レ
木
」
の
よ
う
に
た
ま
た
ま
八
首
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
、
の
ば
か

り
で
あ
る
。
題
詞
に
よ
っ
て
の
右
の
五
例
中
、
㈲
は
新
羅
に
遣
わ
さ
れ
た
使
人

の
船
旅
で
の
作
で
、
作
者
は
明
ら
か
で
な
い
。
㈲
は
左
注
に
よ
っ
て
大
伴
家
持

で
あ
る
こ
と
が
分
る
が
、
 
「
人
名
一
八
首
」
の
形
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
結

局
ω
ω
ω
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

 
こ
れ
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
、
と
疑
問
が
起
こ
る
の
は
、
右
三
人
、
柿
本
人
麻

呂
、
高
市
黒
人
、
長
意
吉
麻
呂
が
い
ず
れ
も
万
葉
第
二
期
の
宮
廷
歌
人
と
呼
ば

れ
る
人
達
だ
か
ら
で
あ
る
。
特
に
ω
と
ω
は
そ
れ
ほ
ど
の
間
を
置
か
ず
に
三
三

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
巻
三
編
者
は
意
識
し
て
の
表
記
と
思
わ
れ
る
。
意

吉
麻
呂
の
場
合
は
、
巻
十
六
的
歌
を
集
め
た
ら
偶
然
八
首
ど
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

 
右
の
よ
う
な
事
実
に
対
し
て
、
推
論
は
色
々
に
行
え
る
。
原
資
料
の
一
致
、

編
者
の
好
み
、
偶
然
の
八
首
等
々
で
あ
る
。
今
は
決
定
的
な
見
解
を
持
た
な
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

の
で
あ
る
が
、
数
字
の
「
八
」
が
古
代
日
本
人
に
と
っ
て
「
多
数
」
の
意
味
を

持
っ
て
い
て
、
八
雲
、
四
谷
、
八
島
、
八
尺
、
八
束
な
ど
用
例
が
古
く
多
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
さ

事
、
あ
る
い
は
天
武
天
皇
制
定
の
「
八
色
之
姓
」
等
々
頭
に
す
ぐ
浮
か
ぶ
の
で

あ
る
が
、
今
少
し
考
え
て
み
た
い
。

七

 
意
吉
麻
呂
の
歌
、
な
か
で
も
巻
十
六
の
八
首
の
歌
を
考
え
る
目
論
で
、
幾
つ

か
の
疑
問
を
挙
げ
、
解
釈
と
確
認
を
行
っ
て
来
た
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
本
丸
を

落
と
す
た
め
に
外
堀
を
埋
め
る
作
業
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

又
、
副
題
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
意
吉
麻
呂
歌
の
特
徴
と
伝
統
と
の
関

わ
り
を
考
え
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
充
分
に
説
き
明
か
し
得
な
か
っ
た

が
、
意
製
麻
侶
の
才
能
・
資
質
が
肯
ん
ど
彼
の
全
歌
に
共
通
な
「
趣
向
を
好

む
」
 
「
理
知
を
働
か
せ
る
」
と
い
う
作
風
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
歌
の
場
に
お
け
る
働
き
が
、
日
本
の
歌
の
伝
統
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
は
出
来
た
と
思
う
。
次
に
、
巻
十
六
の
詠
数
種
連
歌
八
首
を
徹

底
的
に
分
析
し
、
当
時
流
行
で
あ
っ
た
漢
文
学
の
摂
取
と
翻
案
と
の
関
係
を
考

え
て
み
た
い
が
、
紙
巾
の
関
係
で
稿
を
改
め
て
論
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
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